
中学生       新聞

2017 年がやってきましたね。３年生のみなさんはいよいよ受験本番(＠_＠;) もうわかってるから

ヤイヤイ言わんといて！という声も聞こえてきそうです^m^ でも、これはほとんどの人が通る道！

そこで、今回は一年前に入試を終えてＰＫＰＫ(ﾋﾟｶﾋﾟｶ)の高校生になった人たちから、学校生活や

本、図書館などについてアンケートをとりました。協力してくれたのは生駒高校 1年生 の

みなさん！＼(^o^)／ これを読めば高校生活のリアルがわかるかも？？？？？

１位 新しいともだちができる

２位 中学より自由／学食・自販機がある   １位 勉強が難しい、授業の進み方が早い

３位 部活動が楽しい             ２位 通学時間が長い

３位 部活動の時間が長い・勉強との両立がたいへん

１位 家から学校が近い

２位 仲のいい友だちがいた

３位 ない・特になし

     １位 もっと勉強しておけば良かった

２位 もっと友だちと遊んでおけば良かった

３位 もっと部活をがんばれば良かった

             

                    

                    

                       ・時間に追われて大変なことも多いけどその分楽しいことがいっぱ

いある！！友達も増えるし、楽しい行事がある！！

・今までにない経験がたくさんできる！だから高校受験がんばって！

・受験勉強の期間はなるべくスマホはやめよう。

・自分と向き合うことを大切にしてほしい。

・クラブ活動等好きなことに熱中して欲しい！！
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今回は

『中学生本よも２ガイド』

の公式マスコット

おそとちゃん

と共にお伝えします。

✿生駒高校データ✿
生駒市内に 2 校ある県立高校のうちの１校。

昭和 38 年創立。最寄駅は近鉄生駒線一分駅。

合言葉は「チーム生駒!! 」文武両道を目標に、

勉強と部活動の両立に取り組む。

～『高校紹介』奈良新聞社参考～

・一分駅からの通学途中に出会うと元気にあ

いさつしてくれる。ｳﾚｼｲ!!～巷(ﾁﾏﾀ)の声～

※今回は１年生 321 人中 306 人からいただい

た回答を元に構成しています。

アリガトウ♪

酉年だしね～

～Part1 学校生活編～

他にも体育大会や文化祭が楽しい！な

ど、充実した高校生活を送っている人が

多いようですね。 よきかな❤(*^_^*)
高校生になったら今よりもっと

勉強がたいへんになる(+o+)とい

う意見多数！でも、高校の勉強は

中学の延長線上にある！！つま

り、中学での勉強をしっかり押さ

えておくと、高校の勉強がラクに

なるそうだよ。ｶﾞﾝﾊﾞﾚ~ﾌﾝﾊﾞﾚ~

今は今で楽しいけれども中学生時代の

親密な友だち関係を懐かしむ声も……。

そんな気持ちになった時に、

こんな本はいかが？
『夏の階段』梨屋アリエ/[著]

ポプラ社 (ポプラ文庫ピュアフル)

高校生活はとにかく忙しい！みんなは中学生のうちに、

勉強も部活も遊びも思い切りやっちゃえ＼(^o^)／

少ししか紹介できていないのが残念(>_<)本当にたくさんの先輩か

ら「ガンバレ＼(^o^)／」のお言葉もらっていますよ♪

時間が無いからこそ、

通学途中で読書はいかが？

電車で読むために編集された

アンソロジーです♪
『５分で読める！ひと駅ストーリー』

乗車編・降車編 宝島社(宝島社文庫)

(シリーズ他にもあり)  



『赤毛のアン ―赤毛のアン・シリーズ１―』

ルーシー・モード・モンゴメリ/[著]  

村岡花子/訳 新潮社 (新潮文庫)

老いて二人で暮らすマシュウとマリラ兄妹は、孤児院から手伝いの男

の子を貰い受けるはずだった。ところが、マシュウが駅まで迎えに行

くと、ホームで待っていたのはやせっぽちでおしゃべりな赤毛の女の

子。自分の幸運について、プリンス・エドワード島の美しさについて、

ひっきりなしにしゃべり続けるその女の子―アン・シャーリー―に本

当のことを言えないまま、マシュウはアンを自分たちの家《グリン・

ゲイブルス》に連れ帰るが……。

スポーツ（駅伝）

『白をつなぐ』
まはら三桃/著 小学館

毎年一月、広島で開催される

都道府県対抗男子駅伝。中・高・大学生と社

会人がチームを組み、七区四十八．〇キロメ

ートルをたすきでつなぐ。熊沢監督率いる福

岡県チームは、合宿所で見つかった持ち主の

分からない白紙の手紙をきっかけに、真っ白

な気持ちで走る事を目標に掲げてレースに

挑む。

電車×青春・恋愛

『キシャツー』小路幸也/著 河出書房新社(河出文庫)

『トーキョー・クロスロード』濱野京子/[著]  ポプラ社

電車×ミステリ

『一番線に謎が到着します』二宮敦人/[著] 幻冬舎(幻冬舎文庫)

『オリエント急行の殺人』アガサ・クリスティー/著 早川書房

アンケートによると、高校生になるとほとん

どの人が電車通学をするようになり、通学に
時間がかかってたいへんだと感じているよう

です。でも、せっかくの通学時間をスマホい
じりに費やすのはもったいない(*_*)という

わけで、この号では裏テーマとして“電車で
読むのにおすすめの本”や“電車(汽車)が登

場する本”を紹介します。無理やり！こじつ
け！なんのその!(^^)!するどい突っ込みお待

ちしています(V)o￥o(V)

１位 ミステリ※   

２位 料理・手芸

３位 小説（物語）※

以下、青春・恋愛※／ノンフィクション／

ライトノベル※など

１位 小説（物語）※

２位 スポーツ／ノンフィクション

３位 映画・ドラマの原作本※／ミステリ※

／ライトノベル※／ケータイ小説※／

青春・恋愛※／ファンタジー※ など

１位 図書館戦争シリーズ

２位 君の名は／ハリー・ポッターシリーズ（同率）

３位 給食のおにいさん

               以下、神様の御用人／言の葉の庭など

『図書館戦争』有川浩/[著]

ＫＡＤＯＫＡＷＡ (角川文庫)

公序良俗を乱し、人権を侵害する表現を取り締まる法律

「メディア良化法」が施行されて 30 年。図書館に採用

された笠原郁は、行き過ぎた検閲から本を守るため“図書隊”として軍

事訓練に励んでいた。高３の時、地元の本屋で自分と本を守ってくれ

た図書防衛隊員との出会いがきっかけだった。やがて郁は晴れて図書

特殊部隊に配属されるが……。

『給食のおにいさん』遠藤彩見/[著] 幻冬舎 (幻冬舎文庫)

若竹小学校に給食調理員として採用された佐々目宗(28 歳)は
数々のコンクールで優秀な成績をおさめた腕の立つ料理人。自信満々

で着任した佐々目だったが、学校給食の世界は一に安全、二に栄養。

味を良くするためにレシピにない調味料を入れようものなら、その給

食はすべて廃棄処分になるという。おまけに子どもたちは野菜嫌い

で、出された給食も残してばかり。どうする佐々目！？

１位 有川浩

２位 東野圭吾  

３位 山田悠介／湊かなえ（同率）

以下、百田尚樹／江戸川乱歩／住野よる／西尾維新など

～Part２ 好きな本篇～

１位 ハリー・ポッターシリーズ

２位 夢をかなえるゾウ／流星の絆（同率）

３位 赤毛のアンシリーズ／永遠の０／

ソードアート・オンライン／図書館戦争／ビリギャル（同率）

『ハリー・ポッターと賢者の石』
Ｊ．Ｋ．ローリング/作   

松岡佑子/訳 静山社

両親を失い伯母夫婦の元でみじめに暮らしていたハリー・ポッター

は、11歳の夏、自分は魔法使いなのだと知らされる。ハリーは魔法

を学ぶため、キングス・クロス駅９と３/４番線から汽車に乗りこみ、

ホグワーツ魔法魔術学校へと旅立った。

『パラレルワールド・ラブストーリー』
東野圭吾/[著] 講談社 (講談社文庫)

敦賀崇史は山手線に乗って大学の資料室へ通っていた。

並走する京浜東北線には、毎週火曜日同じ女性が乗っていて、崇史は

その女性に恋するようになった。声をかけようと京浜東北線に乗り込

むとそこに彼女の姿はなく、いつもは自分が乗っている山手線の車両

に彼女の姿をみつけたのだ。まるでパラレルワールドのように……。

１位 有川浩

２位 山田悠介

３位 東野圭吾

以下、Ｊ.Ｋ.ローリング／赤川次郎／

重松清／星新一／湊かなえ など

『阪急電車』
有川浩/[著] 幻冬舎

    (幻冬舎文庫)

※設問が自由回答だったため、小説（物語）と、それに
含まれるミステリやファンタジーが同列で分類されてい
ます。ご了承ください<(_ _)>



休館日：月曜日（祝日は開館）・館内整理日 (原則第１金曜日 )・年末年始

開館時間：９時３０分～１７時（ただし、平日の火～金は生駒駅前図書室のみ２０時まで開館）

                               

         

              

１ 清家理司さん 『のぼうの城(上・下)』 和田竜 小学館

２ 上津原大輝さん 『のぼうの城』 和田竜 小学館

３ 井上あまねさん 『きまぐれロボット』 星新一 KADOKAWA

４ 中井真穂さん 『タスキメシ』 額賀澪 小学館

５ 柏田将摩さん 『魔法が消えていく…』 サラ・プリニーズ 徳間書店

６ 浦塚真央さん 『ピンクとグレー』 加藤シゲアキ KADOKAWA

半 数 弱 が 好 き と 回 答

（大好き含む）。理由は《色々な世界、考え方を知れる/現実と違うスリルが

得られて楽しい／時間を忘れて集中できる》など。思わずいいね♥したくな

りました。ふつうと答えた人も、《読む時間がない／体を動かす方が好き》

など、状況が変われば好きになってくれそうですね(^o^)／

ほとんどの人は家 または教室 と

回答。意外に電車・バス の中や図書館 は 少なかった…… 。という訳 で表

紙・中面の“電車で読もう”の記事になるわけです(*^_^*)
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図書館からのお知らせ

～Part３読書と図書館編～ ほぼ３分の１の人ははい。残り

３分の２の人がいいえと回答。忙しいんだろうな（再）…(´・ω・｀)

１ 位 地 元 の 図 書 館 、２ 位 生

駒市図書館、３位学校図書館 他にも県立図書情報館 などが利用され、中

には複数館を使い分けて利用するツワモノもいたよヽ(*´∀｀)ノ

１位本を借りる、２位本を読む、３位

自習する 他にも調べ物をするなど、色々な使い方をしているようだね ！

買うという人が圧倒的

に多かった＼(◎o◎)／！後は友だちに借りる、図書館（公共・学校）で借

りるという結果に。もっと図書館を利用して欲しいと思うけど、きっと忙しい

んだろうな… (´・ω・｀)

１位 作家の講演会・握手会・サイン会

２位 好きな本や作家について語り合う読書会

３位 音楽家の演奏会や有名人の講演会・イベント
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～ビブリオバトルとは～

参加者がテーマに沿ったお気
に入りの本を持ちより、それぞ
れ５分で本の魅力を紹介。３
分の質問タイムを経て全員が
発表を終えたら、「読みたくな
った本」に投票し、チャンプ本
を決定する。（今回の中学生
大会は、テーマなし）

『のぼうの城(上・下)』和田竜／著
小学館 (小学館文庫)

２代目チャンプに輝いた光明中学校

１年生の清家さんは、「ビブリオバ

トル全国大会 in いこま」のバトラー

参加権も獲得！ｵﾒﾃﾞﾄｳ＼(^o^)／

津田さんの作品を使用した

大会ポスター

人気作家の講演会？＼(^o^)／おまかせください♪

3 月 19 日(日)図書会館で開催する「ビブリオバトル全国大会

in いこま」のトークイベントに、直木賞作家の朝井リョウさん

(『桐島、部活やめるってよ』『何者』等人気作品多数！)が

いらっしゃいます。ぜひご参加くださいね❤               

観戦申込は生駒ビブリオ倶楽部 HP

（http://ikomabiblio. jimdo.com/）から♪
改めて、生駒高校１年生のみなさん、

ご協力ありがとうございました。たくさ

ん答えてもらったのに誌面の関係で少

ししか紹介できなかったのが残念で

す。今まで利用していなかった人も、

どうぞ図書館に来てくださいね！

朝井リョウさん

週１回以上・月１回以上・毎日 を

合わせると６割以上になりました！忙しい 中でもよく読んでるね♪冊数の

質問でも、1 ヶ月に１～５冊読んでいるという人が多かったよＯ(≧▽≦)Ｏ


